
(1)「体力向上プラン」の推進とＰＤＣＡサイクルの確立 

・「体力向上プラン」の作成、１校１運動の取組、結果の分析・評価、取組の工夫・改善 

・１校１運動による運動時間の確保・運動習慣形成、幼保小中連携による系統的指導 

 (2)体力テストフィードバック事業 

・体力テストフィードバックシステムによる、市町村・学校・個人データの活用 

・「調査のためのテスト」から、自己の体力等に関心をもてる「児童生徒のためのテスト」へ 

 (3)ながのスポーツスタジアム事業 

・ホームページ上で他校の記録と競い合い、運動時間の確保、運動への意欲付け 

(4)子どもの意欲を引き出す授業改善と教員の指導力向上 

・「目標提示」「振り返り」により高まりを実感できる授業、課題のある体力要素を高める授業 

(1)児童生徒の体力向上支援事業【1,095千円】 

・体育授業で扱う運動領域の系統性に着目した運動遊び（プログラム）の開発・実践、普及 

・体力向上に向けた各校のＰＤＣＡサイクル確立を支援 

(2)キッズ運動遊びどこでもゼミナール事業【228千円】 

・運動遊び教室の開催（幼児期～小学校低学年の長野県版運動プログラムの普及） 

講師 運動遊びについて専門的に研究を行っている大学教授 

対象 園児・児童、教員、保育士、児童クラブ指導員、保護者、地域指導者等 

(3)体つくり運動実技講習会事業【370千円】 

・小学校高学年と中学校の授業において、体つくり運動実技講習会を開催 

講師 体つくり運動を研究している大学教授、アスレティック・トレーナー 

対象 小中学校児童生徒及び教員 

(1) 運動部活動イノベーションモデル事業【407千円】 

・運動部活動イノベーション検討委員会を開催し、本事業の成果と課題についての検証 

・これからの運動部活動の運営や指導について検討するとともに、市町村や学校への支援 

(2) 運動部活動指導者研修事業【578千円】 

・運動部活動指導者研修会の開催（実技研修、体幹ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ、外部指導者向け） 

・体罰根絶、スポーツ事故の防止に関する喫緊の課題についての研修会の開催 

(3) 運動部活動支援・協力派遣事業【172千円】 

・コンディショニングサポートメンバーの派遣によるスポーツ障害の未然防止 

・トップアスリート等の派遣によるジュニアアスリートへの支援 

・運動部活動指導者研修会中央研修への指導者派遣 

・運動部活動ＰＴＡ研修会の開催 

体力向上事業 
スポーツ課 

１ 事業目的 
本県の児童生徒の体力・運動能力は、小学校男子、小学校女子、中学校男子が、全国平均を上回るかほぼ同

じであるが、中学校女子は、全国平均を下回る。 

また、体育授業を除いた運動時間が 60分未満の割合が、小学校男女及び中学校男子とも徐々に減少してきて

いるが、中学校女子は、平成 28 年度には 26.1％と増加に転じ、全国平均（20.6％）を大きく上回るなど、運

動する生徒としない生徒の二極化傾向が顕著となっている。 

一方、小中学校とも例年、同じ種目が全国平均を下回るなどバランスの良い体力づくりが課題となっている

ほか、特に小学校体育授業における「目標提示」「振り返り」が確実に位置付いていないなどの課題が見られる。 

そのため、課題のある体力要素を高める工夫や一層の授業改善により、運動好きな子どもを増やすとともに

体力・運動能力の向上を図り、生涯にわたって運動・スポーツに親しむ資質の育成への支援が必要である。 
 
２ 事業内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 平成２９年度予算額  ２８５万円  
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長野県版運動プログラム普及事業 

運動部活動イノベーション事業 
～ 長野県中学生期のスポーツ活動指針の普及・啓発事業 ～ 

学校全体としての取組、体育授業の改善 


